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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
り
、３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
が
、
予
防
で
き
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

家
族
や
ま
わ
り
の
人
の
た
め
に
も
、
自
分
の
健
康
や
生
活
習
慣
に
関
心
を
持
ち
、

継
続
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
が
ん
予
防
の
た
め
の

生
活
習
慣
や
、
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課

がん検診で早期発見特集

特集

がん検診で早期発見

１次予防

２次予防

がんにならないこと

早期発見・早期治療

この２つが大切です

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、
日
本
人
で
は
、
男
性
の
が
ん

の
53
・
３
％
、
女
性
の
が
ん
の
27
・
８
％
は
、

生
活
習
慣
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
で
が
ん

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
研
究
の
結

果
、「
禁
煙
」「
節
酒
」「
食
生
活
」「
身
体
活

動
」「
適
正
体
重
の
維
持
」
の
５
つ
の
生
活

習
慣
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
が
ん
に
な
る
リ

ス
ク
が
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
５
つ
の
生
活
習
慣
を
す
べ
て
実
践
す

る
人
は
、
実
践
し
な
い
ま
た
は
１
つ
だ
け
実

践
す
る
人
に
比
べ
て
、
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク

が
男
性
で
43
％
、
女
性
で
37
％
低
く
な
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

１
次
予
防　
が
ん
に
な
ら
な
い
こ
と　

が
ん
と
生
活
習
慣

たばこを吸う人は吸わない人に比
べて、がんになるリスクが約 1.5
倍高くなります。受動喫煙でも肺
がんや乳がんのリスクは高くなり
ます。禁煙には、保健センターの
たばこ相談がおすすめです。
※詳細は、本紙に折込の「保健セン
ター年間事業案内」をご覧ください。

国立がん研究センター発行（2018 年）
「科学的根拠に基づくがん予防」より

飲酒は食道がん・大腸がんと強い
関連があり、女性では乳がんのリ
スクが高くなります。厚生労働省
では節度ある適度な飲酒量を１日
平均純アルコールで 20g 程度と
しています。これは、日本酒１合、
ビール中ビン１本、7％のチューハ
イ 350ml１本、ウィスキーダブル
１杯に相当します。これを目安に
節酒に努めましょう。

塩分のとりすぎ、野菜や果物をと
らないこと、熱すぎる飲み物や食
べ物をとることが、胃や食道がん
の原因になります。バランスのよ
い食事を基本に、塩分摂取を控え、
野菜と果物をたくさん食べ、熱い
ものは少し冷ましましょう。
※厚生労働省の「健康日本 21」
では、１日あたりに食べる野菜は
350 グラムを目標としています。
果物もあわせると１日 400 グラ
ム程度は必要です。

身体活動量が多い人は、糖尿病や
循環器疾患だけでなく、がんや認
知症などのリスクが低いとされて
います。厚生労働省の基準では、
18 歳～ 64 歳は「歩行またはそれ
と同等以上の身体活動を毎日 60
分行うこと、それに加えて、息が
はずみ、汗をかく程度の運動を毎
週 60 分程度行うこと」、65 歳以
上の高齢者は「強度を問わず、身
体活動を毎日 40 分行うこと」
　　　　　　を推奨しています。

肥満は糖尿病や脂質異常症、高血
圧症などの生活習慣病をはじめ数
多くの疾患のリスクになります。
また、大腸がんや閉経後の乳がん
も肥満がリスクを高めます。
健康のためには、適正体重を維持
する（太りすぎず、痩せすぎない）
ことが大切です。肥満度の判定に
は BMIが使われ、男女とも標準
BMIは 22.0 です。これは統計上、
肥満と関連が強い糖尿病や脂質異
常症、高血圧症に最もかかりにく
い数値とされています。
※BMI（Body Mass Index ）＝
体重（kg）÷{身長（m）×身長（m）}。
日本肥満学会の定めた基準では、
18.5 未満が「低体重」、18.5 以上

25 未満が「普通体重」、25 以
上が「肥満」とされ
ています。



45 広報かわちながの 2020年（令和 2年）４月号 広報かわちながの 2020年（令和２年）４月号

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療
で
ど
の
く
ら
い

生
命
が
救
え
る
か
を
示
す
指
標
の
一
つ
に

「
５
年
相
対
生
存
率
」
が
あ
り
ま
す（
表
１
）。

　
い
ず
れ
の
が
ん
も
、
検
診
で
発
見
し
た

場
合
の
生
存
率
が
高
く
、
特
に
胃
が
ん
で

は
35
％
近
く
も
差
が
あ
り
ま
す
。
検
診
が

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
生

命
予
後
（
病
気
の
経
過
が
命
に
与
え
る
影

響
）に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

２
次
予
防　
早
期
発
見
・
早
期
治
療　

が
ん
検
診
の
意
味

がん検診で早期発見特集
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胃がん
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40%

60%

80%

100%

結腸がん 直腸がん 肺がん

■検診での発見　■検診以外での発見

■表１：発見経緯別5年相対生存率

乳がん 子宮頸がん

0%
10%
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40%

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

■府総計　■河内長野市　■市目標値　

■表 2：がん検診受診率と目標値 　
本
市
で
は
、
が
ん
検
診
（
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
除
く
）
の
受
診
率

は
、
府
の
総
計
を
上
回
っ
て
い
ま

す
（
表
２
）。
今
後
も
、
さ
ら
に
受

診
率
を
高
め
る
よ
う
目
標
を
設
け

て
、
み
な
さ
ん
へ
の
普
及
啓
発
や

受
診
勧
奨
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
や
家
族
、
ま

わ
り
の
人
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

生
活
習
慣
の
改
善
と
と
も
に
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
、
介
護
職
員
と
し
て
長
年

働
い
た
経
験
を
生
か
し
、
現
在
は

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
」
や
「
認

知
症
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
７
年
前
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健

康
教
室
に
参
加
し
た
時
、
た
ま
た

ま
、
が
ん
検
診
の
バ
ス
を
見
か
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
退
職
し
て
か

ら
何
年
も
が
ん
検
診
を
受
け
て
い

な
い
な
あ
。
久
し
ぶ
り
に
受
け
て

み
よ
う
」
と
思
い
立
ち
、
肺
が
ん

検
診
を
受
け
て
み
ま
し
た
。

　
元
気
で
症
状
も
な
か
っ
た
の
で
、

「
異
常
な
し
」と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
な
ん
と
「
要
精
密
検
査
」
と

い
う
判
定
結
果
が
。
び
っ
く
り
し

て
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
る

と
、
医
師
か
ら
「
が
ん
の
疑
い

が
あ
る
の
で
詳
し
い
検
査
を
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
後
、
肺
が
ん

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
主
治
医

に
は「
初
期
の
段
階
だ
か
ら
、今

な
ら
手
術
で
き
る
」
と
励
ま
し

て
も
ら
い
、
手
術
を
決
意
。
約

２
週
間
入
院
し
ま
し
た
。

　
退
院
後
は
、
定
期
的
に
経
過

を
み
て
い
ま
し
た
が
、
４
年
前

に
再
び
肺
が
ん
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
主
治
医
か
ら
は
「
他
の

臓
器
へ
の
転
移
は
な
い
。
今
回

も
手
術
で
き
る
」と
言
わ
れ
、再

び
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
半
年
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
通
院
し
、
経
過
観
察
し

て
い
ま
す
。

市
の
検
診
を
き
っ
か
け
に
肺
が
ん
が
見
つ
か
り

手
術
を
２
度
経
験
さ
れ
、
現
在
は
経
過
観
察
中
の

半
田
輝
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

症
状
が
な
く
て
も

後
回
し
に
せ
ず
検
診
を

　私の場合は、数年ぶりに検診を受けたことがきっかけ
で、初期の肺がんを見つかりました。あの時検診を受け

ていなかったら…と思うと、みなさんにも検診の大切さを
知ってほしいなと思います。症状があればすぐに病院を受診

することと、症状がない場合も元気だから、忙しいからといって後回し
にせず、自分自身と大切な人のためにがん検診を受けてください。

　せっかくがん検診を受診しても、精密検査
を受けずに放っておくと重病化してしまう可
能性があります。必ず早めに精密検査（保険
診療）を受けてください。

　がん検診は保険診療ではなく自費での受診になり
ますが、市では市民（勤務先で受診できる人を除く）
を対象に検診を実施しています。対象者であれば胃・
大腸・肺がん・子宮頸

け い

がん検診は年に１回、乳がん
検診は２年に１回受診できます。

●がん検診の対象外となる人
▷検診部位の病気などで通院中の人▷自覚症状のある人
▷勤務先などで同程度の検診を受診できる人など
※詳細は保健センターにお問い合わせください。

※検診についての詳細は本紙に折込の「保健センター
年間事業案内」をご覧ください。

半田さんの
メッセージ

が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
に
聞
く

胃Ｘ線検査　バリウムと発泡剤を飲
み、胃の粘膜を観察する検査です。
定期的に受ければ、ごく初期の胃が
んが発見される可能性があります。
精密検査方法は胃内視鏡検査です。

胃がん検診 1,000 円
（通常約15,000 円 のところ）
対象：40 歳以上の市民

胸部Ｘ線検査　喫煙者などの条件にあ
てはまる人は、さらに喀

か く

痰
た ん

細胞診を組
み合わせた検査方法があります。精密
検査方法は胸部ＣＴ検査などです。

肺がん検診 500 円
（通常約4,000 円 のところ）
対象：40 歳以上の市民

検査キットによる便潜血検査　便の中の
出血から腸内のがんやポリープを見つけ
ます。精密検査方法は大腸内視鏡検査、
注腸Ｘ線検査とＳ状結腸鏡の併用です。

大腸がん検診 500 円
（通常約4,000 円 のところ）
対象：40 歳以上の市民

子宮頸がん検診 1,000 円
（通常約9,000 円 のところ）
対象：20 歳以上の女性市民

内診・細胞診　ブラシなどで子宮頸
部の細胞を採取し、がん細胞の有無
を調べる検査です。精密検査方法は
組織診などです。

乳がん検診 1,000 円
（通常約8,000 円 のところ）
対象：40 歳以上の女性市民

視触診・マンモグラフィ　マンモグラフ
ィは乳房のＸ線検査で、しこりになる前
の石灰化した小さながんを発見します。
精密検査方法は超音波検査などです。

 2年に
１回

Aさん（50代）
自覚症状がないし、健康に自信があるか
ら、精密検査を受けなくても大丈夫！

Bさん（40代）
仕事や家事が忙しくて、精密検査に行く
時間がない。落ち着いたら行こうかな。

Cさん（60代）
前に精密検査を受けたけれど、異常なし
だったから、今回は行かなくていいね。

が
ん
検
診

がんの
疑いあり

がん

異常なし
または
良性の病変

がんの
疑いなし

がんの
治療

次回の
がん検診

精
密
検
査

「（財）がん研究振興財団がんの統計'05」より

「大阪府におけるがん検診平成 28 年度」「河内長野市第 4 次保健計画」より

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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がん検診で早期発見特集

　タレントの向井亜紀さんに
よる特別講演と、医師による
講演です。
※健康チェックコーナー（血
圧・骨密度などの測定）
は午前11時から開設▷
当日直接会場へ。
�大阪南医療センター

（☎53-5761）

ところ：ラブリーホール

生活習慣の改善や健康づくりに
健康アプリ「アスマイル」を使おう
がん検診や特定健診を受診すると
ポイントがもらえる！

1000円分の
QUOカードPayが

もらえる !
新規登録キャンペーンも

開催中
（国保加入者限定）

6/30まで
（先着順）

　18歳以上の府民なら誰でも使える健康ア
プリ「アスマイル」は、スマートフォンにダ
ウンロードし、朝食を食べる、歩く、歯を磨
く、検診を受けるなどの日々の健康活動を記
録するとポイントが貯まり、コーヒーやスム
ージーなどの飲み物、QUOカードや電子マ
ネーなどが当たる抽選に参加できます。
●40歳以上の本市国民健康保険加入者
ならさらにおトク！
　本市国民健康保険証をアプリで登録して、
特定健診や人間ドック（市の指定検診機関に
限る）を受診すると、初年度は6000円分、次
年目以降は4000円分を電子マネーなどに交
換できます。
※その他キャンペーンに関する詳細はキャン
ペーンサイトをご確認ください。
�おおさか健活マイレージアスマ
イル事務局（☎06-6131-5804）

ご存知ですか？グリーフケア
　グリーフケアとは、がんなどの病気や自死・事故な
どで大切な人を失い、残された家族など身近な人が悲
しみを癒す過程を支える取り組みのことです。保健セ
ンターでは、保健師が相談者のお話をお伺いし、共に
考え、内容に応じてサポートしています。大切な人を
失い、心身に不調のある人は、ご相談ください。
�保健センター（☎55-0301）

地域がん診療連携拠点病院 大阪南医療センター
がん相談支援センター
　がんの治療や療養生活についての不安や悩みの相談
先としてがん相談支援センターがあります。市内では大
阪南医療センターに設置されており、当院に入院や通院
をしていない人でも医療ソーシャルワーカーや臨床心
理士、看護師などに相談することができます。
　「治療内容や費用、療養生活について不安がある」「治
療と就労の両立ができるか、家族や治療費のことが心
配」「大切な人を病気で亡くして気分が落ち込む」など
の不安や悩みについて、電話や面接で相談を受け付け
ています。相談は無料で秘密は厳守しますので、気軽
にご相談ください。
�大阪南医療センター（がん相談支援センター☎53-5761）

乳がん検診（大阪南医療センター実施分）
とき　６月・７月の第１～第４土曜日の午前中
対象　40歳以上の女性市民で令和２年度に奇数
年齢になるか令和元年度に未受診の人
費用　1000円
申込　４月16日までに電話で下記へ▷市ホームペ
ージからの申込可▷各日定員あり▷抽選
※生活保護世帯の人は事前にお問い合わせください。
�保健センター（☎55-0301）

助成制度や相談機関を活用しましょう
　
近
年
の
が
ん
治
療
は
、
以
前
の
「
長
期
入
院
」
か
ら
「
通
院
治

療
」
へ
と
変
わ
り
、
治
療
と
仕
事
を
両
立
す
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
が
ん
と
共
に
生
き
る
、
が

ん
と
共
に
働
く
」
と
い
う
時
代
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
で
脱
毛
が
生
じ
た
人
へ

の
見
た
目
の
悩
み
や
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
治
療
と
就
労
を
両
立

し
や
す
く
、
療
養
生
活
の
質
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
、「
医
療
用
ウ

ィ
ッ
グ
」
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
用
の
一
部
助
成

◉富田林保健所（富田林市寿町 3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査・骨髄バンクド
ナー登録（☎ 23-2683）、肝炎の検査

（☎ 23-2684）、医療機関に関する相談
（☎ 23-2681）などを行っています。

保健センター（菊水町２-13、☎ 55-0301）
内容 健康相談（予約制） 栄養相談（予約制） 歯科相談（予約制）

相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細はお問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷健康相談・栄養相談・
歯科相談は電話で同センターへ予約を。

休日急病診療所（菊水町２-13、☎ 55-0300）
内容 内科 歯科

受付時間
土曜日 = 午後６時～８時 40
分、日曜日・祝休日 = 午前
10 時～ 11 時 40 分と午後
１時～３時 40 分

日曜日・祝休日 = 午前
10 時～ 11時 40 分
※５月３日～６日は午後１
時～３時 40 分。

※内科は中学生以下受診不可。

富田林病院（富田林市向陽台 1-3-36、☎ 29-1121）
内容 日曜日・祝日等の小児急病診療体制

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時 30 分と午後１時
～３時 30 分

※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎ 06-6693-1199（24 時間）

◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯ 7119（ダイヤル回線・IP 電
話からは☎ 06-6582-7119 へ▷ 24 時間）

◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話　♯ 8000（ダイヤル回線・IP 電
話からは☎ 06-6765-3650 へ▷午後８時
～翌朝８時）

がん診療アップデート
向井亜紀さん 特別講演

がんと向き合う
～自分の身体と時間を大切に～

インタビュー

同センタースタッフのみなさん

５/23㈯
午後１時～４時

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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新型コロナウイルスなどの

感染症対策を

●子ども子育て課
　子育て関連の手続きの円滑化を図る
とともに、子ども子育て施策の推進や虐
待などに対応する組織体制を確立する
ため、次のとおり係を再編しました。
子ども給付係　保育所・認定こども園
の入所や児童手当・児童扶養手当等の
手続き
子ども福祉係　子ども相談、ひとり親
家庭相談、児童虐待防止

市の組織の一部が変わります
市民総合窓口でのサービス拡大と、各課窓口業務のアウトソーシングの
導入などに対応し、限りある資源で最良の行政サービスを提供できる

体制を整備するため、次のとおり組織機構の見直しを行いました。
�政策企画課

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

ウ
イ
ル
ス
性
の
風
邪
の
一
種
で
す
。

発
熱
や
の
ど
の
痛
み
、
咳
が
長
引
く

（
１
週
間
前
後
）、
強
い
だ
る
さ
（
倦

怠
感
）
を
訴
え
る
人
が
多
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染

に
よ
り
う
つ
り
、
感
染
か
ら
発
症
ま

で
の
潜
伏
期
間
は
１
日
か
ら
12
・
５

日
（
多
く
は
５
日
～
６
日
）
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
な
石
鹸
で
の
手
洗
い
や
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
通
常
の
感
染
症
対
策
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
持
病
が
あ
る
人
、
高
齢
者
は

人
込
み
の
多
い
場
所
を
避
け
る
な
ど
、

よ
り
一
層
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
関
係
機
関

を
紹
介
し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

　
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
掲

載
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延

期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催

の
有
無
は
主
催
者
ま
た
は
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

近居同居促進
マイホーム取得補助制度

咳エチケット

手洗い

　
３
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
た
親

子
近
居
同
居
促
進
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
補
助
は
親
世
帯
と
の
近
居
同

居
が
対
象
で
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
の
新
た
な
制
度
で
は
祖
父
母
、

親
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
世
帯
と
の
近

居
同
居
を
対
象
と
し
、
よ
り
広
く

家
族
間
の
助
け
合
い
を
促
進
し
ま

す
。

主
な
変
更
点　
◎
祖
父
母
、
親
ま

た
は
兄
弟
姉
妹
世
帯
が
す
で
に
１

年
以
上
継
続
し
て
市
内
に
居
住
し

て
い
る
、
◎
補
助
対
象
住
宅
の
敷

地
が
法
人
で
は
な
く
個
人
か
ら
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど

対
象
世
帯　
申
請
日
現
在
で
、
小

学
生
未
満
（
就
学
前
）
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
、
ま
た
は
夫
婦
と
も

に
40
歳
未
満
の
夫
婦
の
み
の
世
帯

（
令
和
２
年
度
に
限
り
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
で
も
可
）

※
世
帯
全
員
が
市
税
の
滞
納
を
し

て
い
な
い
こ
と
。

対
象
住
宅　
延
べ
床
面
積
が
50
㎡

以
上
、
補
助
対
象
世
帯
の
所
有
権

割
合
の
合
計
が
２
分
の
１
以
上
、

５
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
ロ
ー
ン

を
利
用
し
て
取
得
し
た
住
宅
、
令

和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
住
宅　

リニューアル

●補助額

※他にも要件があります▷詳しくは
都市計画課へお問い合わせください。

近居 同居

市内転居 10 万円 20 万円

市外から
転入 20 万円 30 万円

変更となった組織

１階手続き窓口の案内図

●市民総合窓口
 ◆  ご遺族サポート窓口
①マイナンバーカード交付
②パスポート
③交付
④受付　

⑤国民年金

●保険医療課
⑥国民健康保険の加入・脱退、保険料の計算
⑦後期高齢者医療
⑧国民健康保険の給付、福祉医療費助成
⑨保険料の納付相談

●子ども子育て課
⑫児童手当、保育所・認定こども園入所、子ども相談

�市民向けコールセンター（保健センター内、☎55-0301
▷午前９時から午後５時30分▷土曜・日曜・祝日も対応）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
影
響
を
受
け
る
事
業

者
の
融
資
や
経
営
に
関
す

る
相
談
は
産
業
観
光
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

�都市計画課

●市民窓口課
　　市民総合窓口で一体的
な手続きサービスを提供
するため、戸籍パスポー
ト係・窓口係を統合し、
市民窓口係を設置しまし
た。また、保険年金課か
ら国民年金業務を移管し
ました。

●保険医療課
　年金業務を市民窓口課に移管し、保
険年金課の名称を変更しました。また、
係を次のとおり再編しました。
資格賦

ふ

課
か

係　国民健康保険・後期高齢者
医療の加入、料金の試算
医療給付係　各種福祉医療証の交付・
変更、高額療養費の支給など国民健康
保険・後期高齢者医療の給付
収納係　保険料の納付相談

・住民票、印鑑証明、戸籍証明
・税証明、原付等登録、ごみシール、
　飼犬登録
・住所変更、戸籍届出　など
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暮
ら
し

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
毎
年
市
内
各
所
で
実
施
し
て
い

た
狂
犬
病
集
合
予
防
注
射
に
つ
い

て
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬

は
毎
年
１
回
、
注
射
を
受
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
動
物
病
院
で
予
防

注
射
を
接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は

　
飼
い
犬
登
録
情
報
の
抹
消
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

民
総
合
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
飼
い
犬
登
録
情
報
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は

　
引
越
し
な
ど
で
飼
犬
登
録
情
報

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
登
録
情

報
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
内
転
居
や
河
内
長
野

市
へ
転
入
さ
れ
た
場
合
は
市
民
総

合
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
政
策
課

ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
人

間
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

家
族
の
一
員
で
す
。
し
か
し
、
飼
う

人
が
き
ち
ん
と
世
話
を
し
な
け
れ

ば
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
有
害

な
動
物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。し

っ
か
り
し
つ
け
を
し
て
飼
う
こ
と
も
、

飼
い
主
の
愛
情
と
責
任
で
す
。

●
散
歩
す
る
と
き
は

　
ペ
ッ
ト
の
排
泄
は
、
散
歩
中
に

さ
せ
な
い
の
が
理
想
で
す
。
散
歩

中
に
さ
せ
る
場
合
は
特
に
他
人
の

住
居
周
辺
な
ど
は
避
け
、
迷
惑
の

か
か
ら
な
い
所
で
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し
た
場

合
は
法
律
や
条
例
違
反
と
な
り
、悪

は
、避
妊
や
去
勢
手
術
を
し
て
、絶

対
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
捨
て
る
と
法
律
な
ど
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
も
し
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
（
飼

い
犬
・
飼
い
猫
）

　
何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を
飼

え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
だ
め
な
時
は
、
左
記
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
）

ご
み
集
積
所
の
管
理
は

　
ご
み
集
積
場
所
は
地
域
の
み
な

さ
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
協
力
し
合
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ご
み
の
収
集
は

午
前
６
時
30
分
か
ら
開
始
し
、
順

次
収
集
し
ま
す
の
で
、
時
間
は
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
無
料
ご
み
シ
ー
ル
の
確
認
を

　
新
年
度
分
の
ご
み
シ
ー
ル
を
３

月
31
日
ま
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
場
合
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

安
全
安
心

４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安

全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点　
子
ど
も
を
は
じ
め

と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
、

高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励

行
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、

「
横
断
歩
道
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
運
動
」

の
推
進

●
運
転
者
講
習
会
を
延
期

　
本
紙
３
月
号
に
掲
載
し
３
月
18

日
～
４
月
４
日
に
予
定
し
て
い
た

質
な
場
合
に
は
罰
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
散
歩
す
る
場
合
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
フ

ン
受
け
を
持
ち
、
必
ず
フ
ン
の
後

始
末
を
す
る
。
持
ち
帰
っ
た
フ
ン

は
袋
で
２
重
に
包
む
な
ど
し
て
、も

え
る
ご
み
に
出
す
。
ま
た
、
尿
を

し
た
場
合
に
は
、
臭
い
消
し
ス
プ

レ
ー
や
水
で
後
始
末
を
す
る
。

②
公
園
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
で
の
排
泄
は
不
衛
生
な
の
で
、

場
所
に
十
分
注
意
す
る
。

③
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
伸
び
る
リ
ー
ド
を
不
必
要

に
伸
ば
さ
な
い
。

●
猫
は
室
内
で
飼
育
を

　
猫
は
一
日
の
大
半
を
屋
内
で
過

ご
し
ま
す
が
、屋
外
に
出
る
と
、他

人
の
家
に
入
り
込
ん
で
フ
ン
を
し

た
り
、
花
壇
を
荒
ら
し
た
り
し
て

迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、感

染
症
に
か
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、猫

に
と
っ
て
も
悪
い
結
果
を
招
く
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
猫
は
室
内
で

飼
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
ペ
ッ
ト
を
安
易
に
捨
て
な
い
で

　
捨
て
ら
れ
た
犬
や
猫
が
野
良
犬

や
野
良
猫
と
な
り
、
フ
ン
害
の
大

き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ

ッ
ト
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合

一
丸
と
な
っ
て
感
染
症
予
防
を

河
内
長
野
市
長　

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
と
も
な
う
対
策

に
お
い
て
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
感
染
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
対
策
本
部
を
設
置

し
、
市
長
と
し
て
苦
渋
の
決

断
を
致
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
立
幼
小
中
学
校

の
臨
時
休
業
で
は
、
保
護
者

の
方
々
に
、
子
ど
も
の
昼
間

の
居
場
所
確
保
に
つ
い
て
冷

静
な
ご
対
応
と
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
公
共
施
設
の
休
館
、
市
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延

期
な
ど
、
各
団
体
・
事
業
者

の
み
な
さ
ん
に
も
ご
協
力
を

賜
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗

り
越
え
る
に
は
、
今
こ
そ
一

人
ひ
と
り
が
一
丸
と
な
っ
た

感
染
予
防
が
必
要
で
す
。
手

洗
い
や
う
が
い
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
情
報
の
中
に
は
悪
質
な
デ

マ
も
あ
る
た
め
、
冷
静
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
私
を
先
頭
に
市
の
窓
口
職

員
も
感
染
予
防
と
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
で
き
る
だ
け

マ
ス
ク
を
着
用
し
、手
洗
い・

う
が
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
安
心
で
き
る

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

運
転
者
講
習
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
延
期
と
し
ま
す
。
新
た
な
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
都
市
計
画
課
ま
た
は
河
内
長
野

警
察
署
（
☎
54
・
１
２
３
４
）
ま

た
は
河
内
長
野
交
通
安
全
自
動
車

協
会
（
☎
53
・
３
０
９
２
）

違
反
対
象
物
公
表
制
度

　
４
月
か
ら
、
建
物
の
利
用
者
が

自
ら
火
災
の
危
険
性
な
ど
の
情
報

を
入
手
し
、
安
心
し
て
建
物
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
重
大
な
消
防
法

令
違
反
（
建
物
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
た
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
ま
た
は
自

動
火
災
報
知
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
違
反
）
の
あ
る
建
物
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

◉廃食用油の回収
ところ 4月 5月 6月

千代田公民館 20日 11日 ８日

南花台公民館 16日 21日 18日

高向公民館 ー 20日 ー

加賀田公民館 17日 ー 12日
三日市公民館 24日 ー 26日
くすのかホール ー 25日 ー
あやたホール 27日 ー 22日

とき　午前 10 時～ 11 時▷千代田公民館と南花台公民
館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないでく
ださい。

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時 30分

千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時

期間　５月２日㈯～５月６日㉁
●ごみ収集（家庭・事業所）・ふれあい
収集
　通常どおりに収集します。
●し尿汲み取り
　期間中の臨時汲み取りは行いません▷
一部の定期収集世帯では祝日に収集する
場合があります。
●死亡したペットの回収（有料）
　祝休日と土曜日の午前中は回収を行い
ます▷日曜日は行いません▷市営斎場へ
の持ち込みは期間中も受け付けています。
●清掃工場への持ち込み
　期間中の持ち込みはできません。
�環境衛生課

ゴールデンウィーク中の
ごみ収集・し尿汲み取りは

相 

談

子
育
て

教
育

ス
ポ
ー
ツ

税
金

保
険
年
金

就
労

募 

集

障
が
い
者

自
治
会

事
業
所

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

協
働

暮
ら
し

安
全
安
心
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高
齢
者

お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送

●
高
齢
者
の
外
出
を
応
援

　
４
月
上
旬
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
券
「
お
で
か
け
チ
ケ
ッ

ト
」
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象　
75
歳
以
上
（
昭
和
21
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
市
民

助
成
額　
１
０
０
０
円
分
（
１
０

０
円
分
を
10
枚
▽
利
用
方
法
に
よ

り
１
回
に
利
用
で
き
る
枚
数
が
異

な
り
ま
す
）

有
効
期
限　
令
和
３
年
３
月
31
日

●
臨
時
窓
口
を
開
設

　
南
海
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
な
っ

ち
」の
新
規
購
入
や
チ
ャ
ー
ジ
、バ

ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
「
モ
ッ
ク

ル
カ
ー
ド
」
の
新
規
購
入
が
で
き

ま
す
。

※
４
月
上
旬
～
中
旬
は
河
内
長
野

駅
バ
ス
定
期
券
発
売
所
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
臨
時
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
右
表
の
と
お
り

●
ま
ち
な
か
ク
ー
ポ
ン
も
同
封

　
市
内
の
協
賛
店
舗
で
の
買
物
や

飲
食
な
ど
、
様
々
な
割
引
や
特
典

が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン（
10
枚
）

も
同
封
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
セ
ッ

ト
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課
ま
た
は
高
齢
福
祉

課高
齢
者
の
運
動
教
室

●
お
手
玉
を
使
っ
た
健
康
体
操

対
象　
60
歳
以
上
の
人

と
き　
５
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
４
月
７
日
～
５
月
11
日
に

電
話
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
磯
脇
さ

ん
（
☎
65
・
０
４
５
０
）

キ
タ
バ
カ
フ
ェ
が
ス
タ
ー
ト

●
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ

　
み
ん
な
で
集
い
、
話
し
て
笑
っ

て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
認
知

症
の
人
、
ご
家
族
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き　
４
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時
（
毎
月
第
４
土
曜
日
）

と
こ
ろ　
キ
タ
バ
薬
局
河
内
長
野

店参
加
費　
１
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
高
齢
福
祉
課

ロ
コ
モ
管
理
教
室

　
ロ
コ
モ
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）と
は
、骨
や
関
節
、筋

肉
な
ど
運
動
器
の
衰
え
が
原
因
で
、

「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
移
動

機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
歩
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ロ
コ
モ

を
予
防
し
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

●
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク

と
き　
４
月
22
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時
30
分

と
こ
ろ　
あ
や
た
ホ
ー
ル

申
込　
電
話
で
キ
タ
バ
薬
局
河
内

長
野
店
へ

●
ロ
コ
モ
体
操
教
室

と
き　
５
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
の

午
後
２
時
～
３
時
ま
た
は
午
後
３

時
～
４
時

と
こ
ろ　
あ
や
た
ホ
ー
ル

定
員　
各
15
人
（
先
着
）

費
用　
月
額
２
０
０
０
円
（
月
４

回
開
催
）

申
込　
４
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
キ
タ
バ
薬
局
河
内
長
野
店

（
☎
50
・
０
０
１
６
）

認
知
症
に
関
す
る
催
し

●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
つ

ど
い

　
専
門
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
日
々
の
悩
み
を
語
り
合

っ
て
介
護
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
み

つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
認
知
症
の
人
と
介
護
し
て

い
る
家
族

と
き　
４
月
４
日
㈯
、
６
月
６
日

㈯
、
８
月
１
日
㈯
、
10
月
３
日
㈯
、

12
月
５
日
㈯
、
２
月
６
日
㈯
▽
い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

参
加
費　
各
日
４
０
０
円
（
河
内

長
野
家
族
の
会
の
会
員
は
無
料
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
認
知
症
の

人
も
一
緒
に
参
加
可
▽
介
護
を
希

望
す
る
人
は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�
河
内
長
野
家
族
の
会
の
濱
名
さ

ん
（
☎
63
・
２
６
０
２
）

●
同
時
開
催「
ほ
ん
わ
か
く
ら
ぶ
」

　
認
知
症
の
人
同
士
で
日
常
生
活

の
悩
み
ご
と
を
語
り
合
い
ま
す
。

対
象　
認
知
症
の
人

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

北
館
内
）

参
加
費　
各
日
１
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
会
場
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
同
行
が
必
要
な

人
は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
認
知
症
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
づ
く
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
山
戸
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
９
７
６
・
０
６
７
９
）

元
気
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ズ
養
成
講
座

●
コ
グ
ニ
バ
ー
ジ
ョ
ン

　
お
住
ま
い
の
地
域
な
ど
で
体
操

な
ど
を
行
う
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。
認
知
症
予

防
に
効
果
的
な
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ（
運

動
）
に
特
化
し
た
内
容
で
す
。

と
き　
５
月
26
日
㈫
・
６
月
２
日

㈫
・
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫

▽
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽

５
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
25
人
（
抽
選
▽
す
べ
て
出

席
で
き
る
人
）

申
込　
４
月
20
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
高
齢
福
祉
課

コ
グ
ニ
で
脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
と
り
い
れ
て
、
頭

を
使
い
な
が
ら
運
動
を
行
い
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
も

の
忘
れ
な
ど
の
心
配
が
あ
る
人
で

す
べ
て
の
回
に
参
加
で
き
る
人

と
き　
５
月
26
日
㈫
・
６
月
２
日

㈫
、
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫
、

７
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫
、
８
月
４

日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日
㈫
、
９
月

１
日
㈫
・
15
日
㈫
▽
午
前
９
時
45

分
～
11
時
45
分
▽
12
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　
20
人
（
選
考
▽
初
参
加
者

優
先
）

申
込　
４
月
20
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
高
齢
福
祉
課

　
寿
町
の
向
井
さ
ん
の
お
宅
で

は
、
月
に
２
回
１
時
間
半
、
近

所
の
友
人
が
集
い
、
体
操
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
に
な
る

と
、
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、
楽
し
そ
う
な
話
し
声
や

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
向
井
さ
ん
は
昨
年
、
市
の
介

護
予
防
教
室
に
参
加
し
た
際
、

仲
の
良
い
み
ん
な
と
一
緒
に
自

宅
で
開
催
し
た
い
と
思
い
、
ご

近
所
さ
ん
た
ち
を
誘
っ
た
そ
う

で
す
。

　
〝
お
手
軽
元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ

ス
教
室
”
に
申
し
込
む
と
講
師

が
自
宅
ま
で
き
て
体
力
測
定
や
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
一
緒
に
体
操

を
行
い
ま
す
。
体
操
を
し
て
か

ら
は
、
立
ち
座
り
が
楽
に
な
り
、

肩
の
調
子
も
良
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
向
井
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
い

る
か
ら
頑
張
れ
る
し
、
何
よ
り

お
し
ゃ
べ
り
で
き
て
楽
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
月
２
回
ペ
ー

ス
で
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
仲
間
と
一
緒
に
、

身
近
な
場
所
で
健
康
づ
く
り
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

仲良しのご近所さんと
みんなでたのしく健康に

介護予防「お手軽元気アッププラス教室」

いつまでも こころ豊かに このまちで①
～介護予防コラム～

向井さん宅に集まるみなさん

とき ところ

４月 18 日㈯ フォレスト三日市３階

４月 19 日㈰ 市役所１階市民サロン

４月 25 日㈯ 西友千代田店２階

４月 26 日㈰ コノミヤテラス
（コノミヤ南花台店内）

※時間はすべて午前 10 時～午後３時。

　少人数で自宅などを使った体操のつどいの開催
をサポートする教室です。「モックル介護予防体操」

「元気アップエクササイズ」のＤＶＤを使用すれば、
専門の講師がいなくても、参加者だけで運動を行
うことができます。
�高齢福祉課

お手軽元気アッププラス教室

 

災害時の下水道施設維持修繕協定を締結
　２月 20 日、本市の下水道施設包括的管理業務契
約事業者のクリアウォーター OSAKA・日水コン・
クボタ共同企業体と「災害時における下水道施設の
維持修繕に関する協定」を締結しました。今後、災
害が発生した場合に被災した下水道施設の機能の
迅速な回復を図り、市民のみなさんの生活環境の悪
化などを防止します。

相 

談

子
育
て

教
育

ス
ポ
ー
ツ

税
金

保
険
年
金

就
労

募 

集

障
が
い
者

自
治
会

事
業
所

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

協
働

暮
ら
し

安
全
安
心
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◎
植
木
剪せ

ん

定て
い

、
大
工
仕
事
・
網
戸

張
り
替
え

◎
駐
車
場
、
物
品
管
理

◎
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

◎
手
づ
く
り
作
品
販
売
な
ど

�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
・
０
２
５
６
）

国
際
交
流
協
会
事
務
局
長

職
務
内
容　
事
務
全
般

勤
務
日　
火
～
土
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
15
分
▽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
休
日
出
勤
や
残
業
あ
り

勤
務
場
所　
キ
ッ
ク
ス

資
格　
日
常
英
会
話
や
英
語
で
の

簡
易
な
書
簡
な
ど
の
作
成
・
読
解

が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
メ
ー
ル
な
ど
）

が
可
能
な
人

報
酬
額　
月
額
18
万
１
５
０
０
円

▽
年
２
回
の
期
末
手
当
あ
り

人
数　
１
人

雇
用
期
間　
１
年
▽
必
要
に
応
じ

て
更
新
あ
り

試
験　
４
月
14
日
に
筆
記
、
面
接

試
験

申
込　
写
真
付
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
を
４
月
11
日
ま
で
に
左
記
へ

▽
郵
送
（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄

町
７
の
１
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（offi
ce@

kifa-w
eb.jp

）
も
可

▽
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い

�
国
際
交
流
協
会

（
☎
54
・
０
０
０
２
）

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援

●
資
格
取
得
～
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
～

内
容　
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、一

定
期
間
に
つ
い
て
給
付
金
を
支
給

※
所
得
制
限
あ
り
▽
事
前
相
談
が

必
要
▽
相
談
は
お
早
め
に
。

●
受
講
料
を
補
助
～
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
～

内
容　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓

練
給
付
に
あ
た
る
講
座
を
受
講
す

る
場
合
、
受
講
料
の
一
部
を
補
助

※
所
得
制
限
あ
り
▽
必
ず
受
講
前

に
相
談
を
。

●
受
講
料
を
補
助
～
高
等
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
～

内
容　
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る

高
卒
認
定
試
験
対
策
講
座
を
受
講

す
る
場
合
、
受
講
科
の
一
部
を
補
助

※
対
象
外
の
講
座
あ
り
▽
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
病
気
な
ど
の
時
に
は

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
一

就　

労

市
職
員
（
会
計
年
度
任
用
）

●
介
護
保
険
認
定
調
査

職
務
内
容　
介
護
保
険
要
介
護
認

定
の
調
査
事
務
や
事
務
補
助
な
ど

資
格　
介
護
支
援
専
門
員
資
格
と

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
人

任
期　
５
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日
▽
勤
務
実
績
な
ど
を
考
慮

し
更
新
の
場
合
あ
り

勤
務
日　
週
５
日
（
月
～
金
）
▽

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
（
休

憩
45
分
）

報
酬
額　
月
額
19
万
８
９
０
０
円

▽
期
末
手
当
あ
り

人
数　
１
人

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
１
通
を

持
っ
て
４
月
14
日
ま
で
に
左
記
へ

▽
郵
送
可
▽
面
接
試
験
あ
り

�
人
事
課

●
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
の
管
理

運
営

職
務
内
容　
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習

館
の
管
理
運
営
や
企
画
運
営
な
ど

資
格　
学
芸
員
資
格
と
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
持
つ
人

任
期　
５
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日
▽
勤
務
実
績
な
ど
を
考
慮

し
更
新
の
場
合
あ
り

勤
務
日　
週
５
日
（
火
～
日
）
▽

月
曜
日
は
休
館
（
祝
日
の
場
合
は

勤
務
）
▽
午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
15
分
（
休
憩
60
分
）

報
酬
額　
月
額
16
万
７
３
０
０
円

▽
期
末
手
当
あ
り

人
数　
１
人

試
験　
４
月
16
日
に
面
接
試
験

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
１
通
を

持
っ
て
４
月
９
日
ま
で
に
左
記
へ

�
文
化
財
保
護
課

●
市
立
休
日
急
病
診
療
所
の
看
護

師対
象　
看
護
師
免
許
ま
た
は
准
看

護
師
免
許
を
保
有
し
、
実
務
経
験

を
有
す
る
人

勤
務
日　
土
曜
日
（
午
後
５
時
～

９
時
15
分
▽
４
月
～
11
月
＝
各
日

１
人
に
よ
る
交
代
制
、
12
月
～
３

月
＝
各
日
2
人
に
よ
る
交
代
制
）、

日
祝
休
日
（
午
前
９
時
～
午
後
４

時
45
分
▽
各
日
1
人
に
よ
る
交
代

制
）、
年
末
年
始
（
午
前
９
時
～
午

後
４
時
45
分
▽
各
日
４
人
に
よ
る

交
代
制
）

日
額　
１
万
４
８
０
０
円

人
数　
１
人

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
と
資
格

証
の
写
し
を
持
っ
て
４
月
24
日
ま

で
に
左
記
へ

※
詳
細
は
面
接
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

●
４
月
は
会
員
増
強
月
間

対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
説
明
会
を
受
講
し
た
人

※
説
明
会
は
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
（
12
月
は
第
２
水
曜
日
の
み
）

午
後
１
時
か
ら
開
催
。

申
込　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

を
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
、
通

帳
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
か
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
）、年
会
費
２
０
０
０
円
を

持
っ
て
必
ず
本
人
が
参
加
を

●
仕
事
の
内
容

◎
除
草
・
草
刈
り
、
水
や
り
、
清

掃
、
チ
ラ
シ
配
布
、
家
具
の
移
動
、

ハ
チ
の
駆
除

◎
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
子

ど
も
一
時
預
か
り
、
イ
ベ
ン
ト
保
育

◎
事
務
処
理
、
宛
名
書
き
・
毛
筆

筆
耕

時
的
な
病
気
な
ど
で
日
常
生
活
に

大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
場
合
、

食
事
の
世
話
や
掃
除
な
ど
を
す
る

家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

※
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
あ
り
▽

事
前
登
録
が
必
要
。

●
就
労
を
支
援
～
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
事
業
～

内
容　
求
職
・
転
職
・
資
格
取
得

に
向
け
た
自
立
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

●
困
っ
た
時
は
相
談
を
～
ひ
と
り

親
家
庭
相
談
～

と
き　
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
祝
休
日
を
除
く
）

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
の

自
立
に
関
す
る
こ
と
（
離
婚
、
就

労
、
貸
し
付
け
な
ど
）
に
つ
い
て
、

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る

相
談

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

障
が
い
者

重
度
障
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

対
象　
市
内
在
住
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
人
（
本
市
以
外
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
持
つ
人

は
対
象
外
）

助
成
方
法　
１
乗
車
に
つ
き
初
乗

り
運
賃
相
当
額
の
利
用
券
を
交
付

※
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
月

数
×
２
枚
（
年
間
最
大
24
枚
）。

申
請　
印
鑑
と
障
が
い
者
手
帳
を

持
っ
て
左
記
へ

※
令
和
元
年
度
に
利
用
券
を
受
け

た
人
に
は
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

�
障
が
い
福
祉
課

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

中
級
養
成
講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
勤
で
初
級

養
成
講
座
修
了
者

と
き　
６
月
25
日
～
12
月
24
日
の

木
曜
日
▽
24
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
東
成
区
）

定
員　
各
25
人

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

申
込　
受
講
申
込
書
を
５
月
19
日

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
〒
543
ー
０

０
７
２
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
前

町
５
の
25
）で
左
記
へ
▽
フ
ァ
ク
ス

（
�
06
・
６
７
７
２
・
０
０
４
２
）・

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
込
可

�
府
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
０
０
２
４
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

対
象　
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者と
き　
６
月
27
日
～
12
月
５
日
の

土
曜
日
▽
21
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
東
成
区
）

定
員　
手
書
き
コ
ー
ス
、
Ｐ
Ｃ
コ

ー
ス
各
20
人

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
▽
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　

受
講
申
込
書
を
５
月
11 

日
（
必
着
）
ま
で
に
特
定
非
営
利

活
動
法
人
大
阪
府
中
途
失
聴
・
難

聴
者
協
会
（
〒
562
ー
０
０
２
３
箕

面
市
粟
生
間
谷
西
２
の
２
の
６
橘

高
方
）
へ
郵
送
▽
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
申
込
可

�
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

連
続
講
座
の
説
明
会

　
子
ど
も
の
行
動
を
変
え
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け
、
悩
み
や
不

安
を
軽
減
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
で
発
達
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
の
親

と
き　
４
月
14
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　
20
人
（
抽
選
）

申
込　
４
月
10
日
ま
で
に
左
記
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
）

自
治
会

自
治
会
回
覧
板
の
無
料
配
布

　
悪
質
商
法
な
ど
の
手
口
や
そ
の

対
処
法
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た

回
覧
板
（
回
覧
物
を
は
さ
む
た
め

の
台
紙
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

申
込　
直
接
左
記
へ

�
自
治
協
働
課

長
寿
ふ
れ
あ
い
活
動
助
成
事
業

●
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
生
活
支

援
活
動
を
支
援

対
象　
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど

内
容　
援
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

高
齢
者
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ

事
業
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
役

立
つ
事
業
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
促
進
に
役
立
つ
事
業
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
の
高
揚
に
役
立
つ
事

業助
成
額　
１
団
体
に
つ
き
対
象
経

費
の
２
分
の
１
（
上
限
７
万
円
）

※
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
左
記
へ
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�
高
齢
福
祉
課

●自治会・町会とは
　住民が自ら地域について考え、
様々な活動を通じてお互いを理解し
合い、明るく住みよいまちづくりを
進めていくことを目的とした組織で
す。地域の集会所、防犯灯、ごみ置
場などの維持管理や、地域美化、交
通安全、防犯・防災などに取り組ん
でいます。
●加入するには
　お住まいの地域の自治会・町会長
にご連絡ください。また、自治会の
設立の相談などは下記へお問い合わ
せください。
�自治協働課

自治会・町会に加入を

相 

談

子
育
て

教
育

ス
ポ
ー
ツ

税
金

保
険
年
金

就
労

募 

集

障
が
い
者

自
治
会

事
業
所

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

協
働

暮
ら
し

安
全
安
心



1617 広報かわちながの 2020年（令和２年）4月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

キックスで河内長野 SDGs シンポジウムが
開催され、100 人を超える人が参加しまし
た。この日は島田市長が講演し、続いて経

済・環境分野の有識者によるパネルディスカッショ
ンが行われ、持続可能な少子高齢社会におけるボラ
ンティア・市民活動のあり方について議論を深めま
した。主催した市民公益活動支援センターるーぷら
ざの新西センター長は「SDGs こそまちづくりの根
本です」と真剣に語っていました。

市民総合体育館で小学生ロープジャンプ大
会が開催されました。市内の小学校やスポー
ツ団体から９チーム 118 人が参加し、八の

字連続跳びの回数を競いました。熱戦の末に優勝した
長小ジャンパーズＡのメンバーは「練習の成果を出し
切れました」、「来年も連続優勝を目指します」と話して
いました。また、主催した河内長野市総合スポーツ振
興会のスタッフは「子どもたちの団結力と集中力が光
っていました」と満足そうでした。

河内長野警察署で、同署シンボルキャラクタ
ーのようじくん制定記念表彰式が開催されま
した。市内の小・中・高等学校から 3156 作

品の応募があり、13 人の小学生・中学生・高校生が表
彰を受けました。最優秀賞を受賞した山野さんは「こ
れからずっと残るキャラクターに採用されてうれしい」
と笑顔で話していました。今後、ようじくんは、「何か
用事（ようじ）はありませんか」を口癖に、子どもの犯
罪被害防止や特殊詐欺防止の啓発に取り組みます。

世界と地域を変える17の目標
河内長野 SDGs シンポジウム

目指せ縄跳び世界一
小学生ロープジャンプ大会

新米警官「ようじくん」出動
河内長野警察署シンボルキャラクター制定記念表彰式

市民総合体育館でバスケットボールウイン
ターカップが開催され、学生や社会人など
約 20 人の選手が汗を流しました。試合では

体を激しくぶつけ合い、パスやシュートを放つ姿があ
りました。点を取り合うスピーディーな展開にチーム
メイトからは大きな歓声が上がっていました。バスケ
ットボール連盟の石田さんは「バスケットボール人口
を増やしたいので、もっと多くのチームに参加してほ
しい」と話していました。

２月 18 日～３月 22 日、府立花の文化園に
ある梅園にコタツが設置されました。取材
日は晴天だったこともあり、市内だけでな

く和泉市や八尾市など市外からも多くの家族連れが訪
れ、レストランでおでんやカレーなどの食事を購入し、
コタツに入って観梅を楽しんでいました。梅園を訪れ
た人は「孫と一緒にコタツに入って楽しめました」、「梅
がきれいで感動しました」と笑顔で話してくれました。

気合十分 ゴールを狙う
バスケットボールウインターカップ

コタツでぬくぬく梅見物
花の文化園の梅園
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